
モデル嘱託規程

２０００年３月３１日

Ｖｅｒ.１
嘱  託  規  程

（目的）

第1条  本規程は、社員を定年退職後嘱託として再雇用される者の取扱いについて定める。

（定義）

第2条  本規程で嘱託とは､定年直前の社員が定年退職後、引続き嘱託として再雇用のうえ就業することを希望する場合、嘱託として就業させることを言う。

（届出時期）

第3条  定年後、再雇用を希望する者は､定年日の３ヶ月前までに会社に届出をしなければならない｡

（再雇用の期間）

第4条  １．再雇用の期間は定年日以降１カ年間とする。

２．再雇用の継続を希望する者は､再雇用後１ヶ年間を経過する日の３ヶ月前までに、会社に届出をしなければならない｡

３．再雇用の継続限度期日は、満年齢    歳に達した日の属する賃金締切日とする。

（賃金）

第５条  １．定年後再雇用者の賃金は次の通りとする。

（１）給与のうち、基本給については、定年退職時の上限８０％下限５０％の範囲内で決定し、再雇用の届出後１ヵ月以内に本人に通知する。

（２）その他の諸手当については、一般社員と同等の取扱いとする。

（３）昇給は行わない。

（４）賞与は、一般社員の一律支給基準上限８０％下限５０％の範囲内とし、必要により成績加給を行う。

２．定年後再雇用者で再雇用を継続する者の賃金については、前項に準じる。

（再雇用者の退職金）

第６条  再雇用期間に相当する退職金は支給しない。

（慶弔見舞金等の規程の適用）

第７条  再雇用者の慶弔見舞金及びその他福利厚生については、一般社員と同等の取扱いとする。

（年次有給休暇）

第８条　年次有給休暇の取扱いについては、一般社員と同等の取扱いとする。

（退職）

第９条  再雇用者が、次のいずれかに該当する時は退職するものとする。

（１）私傷病欠勤が９０日または事故欠勤が３０日に及んとき。

（２）正当な理由がなく、無届欠勤が引続き７日以上に及んだとき。

（就業規則の準用）

第10条  服務等この規程に定めのない事項については、就業規則を準用する。

附    則

本規程は、平成    年    月    日より施行する。
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